
こおりやま広域圏連携事業 

郡山市あさかの学園大学 

令和５年度 学 生 募 集 要 項 《教養課程第１学年》 

高齢者の皆様の積極的な社会参加を促すとともに、人口減少社会において、高齢者が地域社会における重要な担い手

として生涯現役で活躍できるための契機とすることを目的とし、令和５年度教養課程の学生を下記により募集します。 

 

記 

１ 学科及び募集定員  

学科ごとに募集します。  

学 科 健康・福祉 郷土・生活 芸術・文化 

定 員 ６０名 ６０名 ６０名 

  ※ 入学後の学科の変更はできません。また、専門課程に進学する場合も入学時 

の学科になります。 

 

２ 入学資格 

以下の市町村に住所を有する60歳以上の方（令和５年4月1日現在） 

郡山市、須賀川市、二本松市、田村市、本宮市、大玉村、鏡石町、天栄村、磐梯町、 

猪苗代町、石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町 

         ※ 原子力災害のため、上記市町村に避難し、生活している方も可。 

３ 修業年限・学習場所・授業日 

○ 修業年限 

２年間（教養課程卒業者は、２年制の専門課程に進むことができます） 

○ 学習場所 

 郡山駅前「ビッグアイ」７階 会議室等（郡山駅前二丁目11番1号） 

○ 授業日等 

学 科 健康・福祉 郷土・生活 芸術・文化 

授業日 

時 間 

（年回数） 

主として毎週水曜日 

午前10時～正午 

（３６回） 

主として毎週木曜日 

午前10時～正午     

（３６回） 

主として毎週金曜日 

午前10時～正午 

（３６回） 

 

４ 授業料   年額１５，０００円 

 

５ 学生納付金 

   学習ノート代、教材費、現地学習バス代、傷害保険料などを納入していただきます。指定の期日までに納入され

ない場合は、除籍されますのでご注意ください。 

 

６ 募集期間   令和 ５年 １月１１日（水） から 令和 ５年 ２月１０日（金）まで 

 

７ 申し込み方法 

入学願書に記入・押印し、返信用封筒１枚（宛名記入、８４円切手貼付）を添えて提出してください。 

（大学事務局では切手を取り扱っておりません。事前に購入願います。） 

 

○ 申し込み先 

郡山市長寿社会振興センター『郡山市あさかの学園大学事務局』（ビッグアイ７階） 

（募集期間内の日曜日・月曜日・祝日を除く、午前10時から午後４時の間） 

○ 郵送の場合 

入学願書及び返信用封筒１枚（宛名記入８４円切手貼付）を郵送してください。 ２月１０日（金）必着 

〔宛先〕 〒９６３－８００２ 郡山市駅前二丁目１１番１号 ビッグアイ７階 

郡山市長寿社会振興センター（郡山市あさかの学園大学事務局） 

 ○ インターネットの場合 

   令和５年１月１１日（水）から令和５年２月10日（金）の間に、郡山市ウェブサイトから申し込んでください。 

   「さがす」画面内で「あさかの学園」で検索。「学生募集」のページ内の「かんたん電子申請による申請」から。 

○ 問い合わせ  郡山市あさかの学園大学事務局へ《電話 ９２４－２９５７》 

 



８ 入学願書 

入学願書は、あさかの学園大学事務局、市役所（健康長寿課）、総合福祉センター１階（社会福祉法人

郡山市社会福祉事業団事務局）、郡山市内各行政センター、郡山市内各公民館、連携広域圏各市町村にあ

ります。また、郡山市ウェブサイト「学生募集」ページ内からダウンロードできます。 

            

  

９ 出願・選考等の日程 

 日   時 備   考 

願書受付 
1月１１日(水)～２月１０日(金) 

午前10時から午後４時 

あさかの学園大学事務局 

（日・月・祝日 は休みです） 

抽 選 ２月14日（火）午前10時半 
ビッグアイ7階 第３会議室 

※応募者が定員を超えた場合のみ 

抽選結果のお知らせ 2月中旬 郵送します。 

入学内定のお知らせ 2月中旬 
応募者が定員に満たなかった場合で、資格を満たし

ていれば内定となります。 

「入学許可書」 

「入学式の案内」の送付 
3月中旬以降 郵送します。 

「授業料納入通知書」の送

付 
５月初旬 郵送します。 

令和５年度入学式 
4月７日(金） 

午後2時半から午後3時１０分 
けんしん郡山文化センター 大ホール 

 

１０ 各学科の学習内容 

学 科 目   標 主な学習内容 

健康・福祉 
◆ 豊かで生きがいのある生活を送るため、健康や福

祉などの基本を学び、社会のしくみを考える。 

・ 健康な生活と医療介護の問題 

・ 運動の楽しさや食生活の学習 

・ 地域の福祉行政 

・ 保健・福祉全般の学習 

郷土・生活 
◆ 住みよい郷土をつくるため、地域社会を理解する

とともに、環境と生活とのかかわりを考える。 

・ 郷土の歴史と文化 

・ 身近な文化と歴史背景の学習 

・ 環境の変化と生活のあり方 

・ 身近な生活と街づくりの学習 

芸術・文化 
◆ 生活に潤いを持たせるために、身近な芸術や文化

を理解し、自らの生き方を考える。 

・ 地元に関係する文学の学習 

・ 美術・工芸作品の学習 

・ 音楽や伝統芸能に親しむ学習 

１１ 各学科共通の学習内容 

各学科共通 

◆脳の働き・目の働き、郡山の歴史、仏教文化、地震のメカニズムと防災対策、身近な法律、 

音「学」講座、昔語り 等 

◆現地学習（貸切バス利用）、臨地学習（ふれあい科学館）健康づくり（運動会）、学園祭、 

学級活動 等 

１２ 学生会活動 

◇ 学生会を中心に独自の活動があります。（うねめ踊り参加、ふれあい施設訪問､ボランティア活動、小旅行等） 

◇ 水・木・金曜日以外に、学生会活動、学園行事の練習や準備があります。 

◇ あさかの学園の学生は、学生会に入会することになります。 

 


